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活動の経緯

◇H20年度～
◆地域での活動
▽地区で『集落環境点検』を実施し、電柵設置を計画
▽電柵の維持管理体制の確立（地区の保全会の立上げ）
→定期点検の計画・実施（状況及び状態の“見える化”）
→効率的な対策の検討の容易化

◇H26年度～R2年度
多賀町役場 産業環境課に所属
◆獣害防止対策業務
▽サルのテレメトリー調査（被害・人馴れ度調査。追払い。）
▽有害獣の捕獲（捕獲檻の製作・改良）
▽資料の作成（個体数調整許可申請書類。対策の啓蒙・啓発）

◇H28年10月～
滋賀県獣害対策アドバイザー（湖東地域担当）
◆獣害防止対策の普及活動
▽実行性の高い具体的対策案の提言・講演
▽現地アドバイス（共同施工）

◇動機 自らのサル被害を受けたことを機に【獣害】の関心を高める



地域での活動

▼メンテナンス・フリーへの方向づけ
→出役時間の短縮・効率化

柵の被害の防止 ＝ 作物被害の防止

◇集落環境点検の実施
◇電柵の維持管理
▼定期点検の励行
→事後保全から予防保全への移行
→点検の基準及び結果の記入票の整備
→点検結果の数値化を図り、要改善箇所の明確化

▼柵の改善
→被害箇所の改善とその対策の拡充

◇自作ネット柵でサルの被害防止
→被害の度に改良 “被害・出没ゼロ”を達成



サルのテレメトリー調査

◇被害状況・人馴れ度の数値化

→結果のグラフ化

◇情報の収集（住民への聞き込み）
→テレメトリー調査の補完
→コミュニケーション・信頼性の確保

◇電子化管理
→群れごとに管理
→分析の容易化



捕獲檻の製作・改良

▼住民からの情報をヒントに木製檻の設計及び製作
→設計図、組立図（立体図）

▼既設捕獲檻の改造
→習性を考慮した改造（地獄檻）

サル用檻

ねらい： 軽量化。 木製檻の普及拡大。 捕獲率の向上。

設計図
組立図



資料の作成
◇個体数調整許可申請書類

→被害状況(場所・程度)の図示化

◇テレメ調査結果のフィードバック資料
→行動域及び群れの状態(1回/月)

◇啓発パンフレット（住民向け）
→有効な対策。追い払い。柵の補修。

◇技術伝承資料
→獣害防止対策のすすめ方
→テレメ調査のあり方
→電柵の補修のしかた

技術の伝承や被害防止意識の向上を図るには重要な手段



被害防止対策の共同作業（１）

＊裾のめくられ防止の徹底
＊作物との空間を確保

*裾のめくられ防止
*10ｃｍ未満の隙間

*設計図・施工図の作成
*部材の加工図の作成



格子柵

被害防止対策の共同作業（２）

＊この老夫婦への対応は共同作業が必要

扉
ネット柵



講演・アドバイス

▽獣害防止対策の必要性や具体的かつ実効性の高い方法の説明
▽電柵の効果的な補修・改善方法の説明

地域の勉強会や集会に出向いて

保全会メンバーに

補修方法を現地で地域の老人会
の集会にて

住民は実行性の高い方法を要望



被害状況
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＊活動を始めてから相対的に減少傾向が明確
→活動を通じて、住民の被害防止意識の高まりによる大きな成果である。

＊サルに限っては、減少傾向に見えるが調査員目線では、緩やかな増加傾向にあるという印象が強い。
→家庭菜園やプランター栽培までにも被害がおよんでいることを無視しがたい。

データ提供： 多賀
町

電柵の普及



活動の課題

◆被害防止対策の推進

◆テレメ調査

◆捕獲

◆現場・現状の再認識
◆人財育成・適正人員の配置
◆生態・習性の再認識

高難度化

○草食動物が川魚や川虫を食する(長野県)
○エサ場の拡大
・市街地に群れで出没する
・プランターの作物にも被害が拡大

○人に危害を加える
・老人39人が噛まれて負傷(山口県)

○人に危害を加える
・噛まれて負傷(徳島県)

サル

イノシシ

*状態・状況の変化に対応した対策が最重要となる。
→対策や調査の方法を見直す必要性を強く感じる。

○被害防止対策
→有効な対策が難しくなってきた。
（その獣の状況によって変わる。）

○テレメ調査
→高度な調査技術が求められる。

○捕獲
→獣の檻に対する認識度が高くなっている。
→誘因エサの種類や餌づけ位置の工夫が必要となる。



活動のポリシー

▽状況・状態の“見える化”
→結果の定量化・数値化
→有効な対策の見極め

▽被害者（住人）目線での対応
→軸足を被害者側におく
→信頼性の維持と情報の収集

▽適正な情報の提供
→有効な情報の見極め

▽問題意識を持つ
→自問の励行

被害の防止・軽減

活動の目的リンク

活動

*物事の目的を理解することと、現状に満足しない取組み姿勢
をしっかりと伝承するように努めていかなければならない。



ご清聴、ありがとうございました。
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